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いよいよ夏本番！
表紙写真は、暘谷保育園の園児。

雨がつづき、久しぶりのプールに大はしゃぎ。（7月23日撮影）



小
規
模
特
認
校
制
度
と
は

　

皆
さ
ん
が
通
う
小
中
学
校
に
は
通
学

区
域
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
地
域

に
住
む
人
は
そ
の
通
学
区
域
内
の
小
中

学
校
に
通
学
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

８
月
か
ら
導
入
す
る
「
小
規
模
特
認

校
制
度
」
で
は
、
日
出
町
教
育
委
員
会

が
指
定
し
た
特
認
校
に
限
り
、
町
内
の

全
校
区
か
ら
の
転
入
学
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

　

日
出
町
教
育
委
員
会
で
は
、
南
端
小

中
学
校
を
「
小
規
模
特
認
校
」
に
指
定

し
、
こ
の
８
月
か
ら
転
入
学
生
の
募
集

を
開
始
し
ま
す
。

　

自
然
環
境
や
教
育
環
境
に
恵
ま
れ
た

南
端
小
中
学
校
で
、
少
人
数
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
教
育
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

個
々
に
応
じ
た
学
習
指
導
を
行
い
、

基
礎
学
力
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も

に
、
健
や
か
な
成
長
を
見
守
り
、
豊
か

な
人
間
性
を
培
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
南
端
小
中
学
校
は
、
小
中
一

貫
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
教
諭
は
、
お
互
い
の
枠

を
超
え
、
小
学
校
の
教
諭
が
中
学
校
で

指
導
し
た
り
、
中
学
校
の
教
諭
が
小
学

校
で
指
導
し
た
り
と
、
幅
広
い
教
育
を

実
践
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
々
の
協
力

　

南
端
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
々
も
と

て
も
教
育
熱
心
で
あ
り
、
学
校
を
支
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。
と
て
も
素
晴
ら
し

い
教
育
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　

南
端
地
区
に
は
、
先
哲
帆
足
萬
里
先

生
が
開
い
た
私
塾
「
西せ
い
え
ん
せ
い
し
ゃ

精
舎
」
の
跡

が
あ
り
ま
す
。

　

萬
里
先
生
の
教
え
で
あ
る
、「
知
・

徳
・
体
」
を
守
る
教
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
学
生
や
地
域
の

方
々
の
参
加
の
も
と
、
国
際
色
豊
か
な

体
育
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

私
も
実
際
に
地
域
の
方
々
の
話
を
伺

う
中
で
、
学
校
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
熱

い
思
い
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

温
故
知
新
と
あ
る
よ
う
に
、
変
わ
ら

ぬ
も
の
と
新
し
い
も
の
を
う
ま
く
取
り

入
れ
た
新
し
い
学
校
づ
く
り
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
方
は
、
体
験
入
学
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

基
礎
学
力
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も

に
、豊
か
な
人
間
性
を
培
う

小規模校だからできる暖かい教育
南端小学校・中学校で小規模特認校制度スタート

　８月１日から、南端小学校・中学校で小規模特認校制度がスタートしま
す。これは子どもが住所変更することなく、通学区域外からの就学を認め
る制度です。豊かな自然環境の中で少人数で学び、一人ひとりの個性を活
かした教育に取り組みます。
　今回は、「小規模特認校制度」について藤田正義教育長に、南端小中学
校の教育方針などを南端小中学校の藤原和彌校長に話を伺いました。

●問合先　日出町教育委員会学校教育課　☎７３－３１７１

「新しい学校づ
くりを行ってい
きたい」

日出町教育委員会
　　　藤田　政義　教育長



緑
豊
か
な
自
然
環
境
と
温
か
い

教
育
環
境

　　

南
端
小
中
学
校
は
、
町
の
中
心
部
か

ら
10
㎞
ほ
ど
離
れ
た
、
緑
に
囲
ま
れ
た

小
高
い
丘
に
あ
り
ま
す
。

　

現
在
11
人
の
教
諭
が
お
り
、
小
学
生

１
人
、
中
学
生
11
人
が
そ
こ
で
学
ん
で

い
ま
す
。

　

南
端
小
中
学
校
に
は
小
規
模
校
な
ら

で
は
の
、
温
か
い
雰
囲
気
や
家
庭
的
な

安
心
感
が
あ
り
ま
す
。

　

給
食
時
は
全
校
の
子
ど
も
と
教
諭
が

一
緒
に
食
卓
を
囲
み
、
歓
談
し
な
が
ら

楽
し
く
食
事
を
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
の

一
貫
校

　

南
端
小
中
学
校
は
、
小
中
一
貫
教
育

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
と
中
学
生
と
の
日
常
的
な
交

流
は
、
心
豊
か
で
積
極
的
な
子
ど
も
の

育
成
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
の
９
年
間

で
知
育
、
徳
育
、
体
育
を
培
い
、
総
合

的
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
人
間
形
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
学
習
実
態
に
応
じ
た

個
別
指
導

　

小
規
模
校
の
特
徴
を
活
か
し
、
子
ど

も
と
同
じ
目
線
か
ら
手
の
届
く
距
離
で
、

子
ど
も
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
た
授
業

を
行
い
ま
す
。

　

授
業
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
れ
ば
、
そ
こ
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
指

導
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
中
学
１
年

生
で
、
小
学
校
５
年
の
算
数
で
つ
ま
ず

け
ば
、
そ
こ
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
分
か

る
ま
で
教
え
ま
す
。

　

ま
た
、
英
語
の
学
習
に
も
力
を
入
れ

ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
学
習
指
導
要
領
が
改
正

さ
れ
、
小
学
校
５
、
６
年
生
に
も
英
語

の
授
業
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、
小
中
学
校
の
一
貫
教
育

の
良
さ
を
発
揮
し
て
、
小
学
校
の
英
語

学
習
を
中
学
校
の
教
諭
が
行
っ
て
い
ま

す
。
現
在
は
小
学
校
に
は
６
年
生
が
１

人
い
る
だ
け
で
す
が
、
転
入
学
児
童
が

い
れ
ば
、
そ
の
学
年
に
も
英
語
の
授
業

を
行
い
ま
す
。

　

年
代
ご
と
に
応
じ
た
内
容
の
学
習
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

同
じ
目
線
、手
の
届
く
距
離
で
、

子
ど
も
の
気
持
ち
を
大
切
に
す
る

小規模校だからあ
る「温かい雰囲気と
家族的な安心感」

南端小中学校（特認校）
　　　　　藤原 和彌　校長

入
学
・
転
学
ま
で
の
流
れ

Ⅰ　

 

在
籍
学
校
長
か
ら
の
意
見
書

を
取
り
ま
す
。

Ⅱ　

 

教
育
委
員
会
に
特
認
校
就
学

許
可
申
請
を
行
う
。

Ⅲ　

 

特
認
校
の
校
長
に
よ
る
面
接

の
後
、
体
験
入
学
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

Ⅳ　

 

特
認
校
就
学
許
可
証
を
教
育

委
員
会
か
ら
も
ら
い
、
通
学

経
由
図
と
一
緒
に
特
認
校
へ

提
出
し
ま
す
。

Ⅴ　

 

特
認
校
検
討
委
員
会
を
開

き
、
転
入
学
許
可
に
つ
い
て

審
議
し
ま
す
。

Ⅵ　

 

特
認
校
か
ら
意
見
書
を
も
ら

い
、
教
育
委
員
会
に
提
出
し

ま
す
。



整備を進める川崎運動公園

「
地
域
活
性
化
の
た
め
の
交
付
金
」

防
災
マ
ッ
プ
作
成
や
教
育
環
境
整
備
な
ど
、

　
　
　
　
　
　

豊
か
な
暮
ら
し
づ
く
り
に

　

地
方
の
景
気
対
策
を
目
的
に
、
平
成
20
年
度
の
国
の
第
２
次
補
正
で
「
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交

付
金
」
が
交
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
出
町
に
は
、
９
，
１
６
９
万
２
千
円
が
交
付
さ
れ
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
追
加
経
済
対
策
と
し
て
、
国
に
お
い
て
平
成
21
年
度
補
正
予
算
が
成
立
し
、「
地
域
活
性
化
・
経
済

危
機
対
策
臨
時
交
付
金
」
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
日
出
町
に
は
１
億
５
，
２
１
５
万
円
が
追
加
交
付

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
出
町
で
は
、
こ
の
２
つ
の
交
付
金
の
合
計
２
億
４
，
３
８
４
万
２
千
円
を
使
っ
て
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作

成
や
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
に
使
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
主
な
も
の
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

●
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
　
　
（
事
業
費　

５
，４
６
２
千
円
）

　

 　

防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
全
戸
に

配
布
。
町
内
の
災
害
危
険
場
所
や
病

院
、
避
難
場
所
、
災
害
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
の
情
報
提
供
を
し
ま
す
。   

　

 　

ま
た
、
消
防
、
防
災
情
報
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
、
危
機
管
理
の
強
化

を
図
り
ま
す
。

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
事
業

（
事
業
費　

８
，
６
８
８
千
円
）

　

 　

町
内
全
世
帯
分
の
マ
ス
ク
を
備

蓄
。
発
熱
外
来
設
置
医
療
機
関
向
け

に
、
防
護
服
、
マ
ス
ク
、
ゴ
ー
グ
ル

等
を
備
蓄
。

文
化
・
体
育
振
興

●
川
崎
運
動
公
園
整
備
事
業

（
事
業
費　

２
１
，
０
０
０
千
円
）

　

 　

駐
車
場
、
多
目
的
広
場
、
フ
ェ
ン

ス
、
遊
具
等
の
整
備
。

●
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
改
修
事
業

（
事
業
費　

６
，
１
８
５
千
円
）

　
　

ホ
ー
ル
の
照
明
設
備
改
修
。

●
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

（
事
業
費　

５
，
０
４
７
千
円
）

　
　

地
区
公
民
館
備
品
等
整
備
。

●
日
出
町
ま
ち
づ
く
り
基
金

（
事
業
費　

１
５
，
０
０
０
千
円
）

　
　

基
金
造
成
。

教
育
環
境
の
整
備

●
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業

（
事
業
費　

５
３
，
３
４
０
千
円
）

　

 　

小
中
学
校
の
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
教
育

用
パ
ソ
コ
ン
の
整
備
。

●
小
中
学
校
耐
震
化
推
進
事
業

（
事
業
費　

２
４
，
０
０
０
千
円
）

　
　

耐
震
調
査
経
費
。

●
子
ど
も
の
安
全
確
保
対
策
事
業

（
事
業
費　

８
，
８
０
０
千
円
）

　

 　

小
中
学
校
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
。
教

職
員
用
の
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
。

●
大
神
小
学
校
体
育
館
改
修
事
業



各小中学校の耐震診断を行います

（
事
業
費　

５
，
３
９
１
千
円
）

　
　

体
育
館
防
水
改
修
工
事
。

●
地
デ
ジ
放
送
移
行
推
進
事
業

（
事
業
費　

１
５
，
５
０
０
千
円
）

　

 　

小
中
学
校
教
育
用
テ
レ
ビ
の
地
デ

ジ
放
送
移
行
対
応
経
費
。

農
業
・
漁
業
振
興

●
漁
船
漁
業
活
性
化
事
業

（
事
業
費　

２
８
，
０
０
０
千
円
）

　

豊
岡
・
小
深
江
漁
港
の
浚
渫
工
事
。

●
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
事
業

（
事
業
費　

１
，
７
３
０
千
円
）

　

 　

箱
わ
な
の
購
入
。
電
気
柵
設
置
補

助
。

そ
の
他

●
町
民
の
健
康
増
進
事
業

（
事
業
費　

５
，
２
５
０
千
円
）

　
 　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
の
機
器
更
新
。

● 

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事

業
（
事
業
費　

１
２
，
０
０
０
千
円
）

　

 　

商
店
街
で
使
用
で
き
る
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
の
発
行
事
業
補
助
。

●
生
活
環
境
保
全
事
業

（
事
業
費　

１
，
９
０
０
千
円
）

　

 　

臭
気
測
定
機
器
、
不
法
投
棄
防
止

監
視
カ
メ
ラ
購
入
。

●
町
道
大
峯
平
原
線
道
路
改
良
事
業

（
事
業
費　

１
０
，
０
０
０
千
円
）

　

 　

平
原
公
園
進
入
道
路
補
修

　
　

改
良
工
事
。

お得な「ひじとくとく商品券」

プレミアム付商品券を販売

８月１日から販売、完売し

だい終了します。

●販売場所　　日出町２６１２－２

　　　　　　　日出町商工会

　　　　　　　　　（日出小学校前）

　　　　　　　☎７２－２２３２

●販売期間　８月１日～完売しだい終了

●販売時間　午前１０時～午後４時

●有効期間　Ｈ２１年８月１日～

　　　　　　Ｈ２２年１月３１日まで

●販売限度額　１人５万円まで

● 加盟店　　加盟店のステッカーを

　掲示しているお店で、利用でき

　ます。

○有効期限が過ぎた場合は無効。無効
　となった商品券は払い戻ししません。
○この商品券で釣り銭はでません。現金と
　の交換もしません。



●試験日 １次試験　平成 21年 10月 18日（日）
●試験会場 大分東明高等学校
●受験申込期間 平成 21年 8月 3日（月）～ 9月 2日（水）
 郵送の場合は 9月 2日（水）必着
●試験内容  ３職種とも大学卒業程度の学力を必要とする試験問題
●提出書類 大分県市町村等職員採用統一試験申込書
●申込書の配布 総務課で 7月 31日（金）から配布
●申込書提出・問合先　総務課総務人事係　☎ 73－ 3150  http://www.town.hiji.oita.jp
●試験区分・職種・採用予定者数・受験資格

　次の要領で平成22年 4月採用の日出町職員採用試験を実施します。

試験
区分

職　　種
採用
予定者数

受　験　資　格

上　
　
　

級

一般行政職（事務） 若干名
昭和55年 4月 2日から昭和 63年 4月 1日までに生まれ
た人。

一般行政職（建築） 1名
昭和55年 4月 2日から昭和 63年 4月 1日までに生まれ
た人で建築の専門的知識・技能を有する人。

幼稚園教諭 1名
昭和55年 4月 2日から昭和 63年 4月 1日までに生まれ
た人で幼稚園教諭の資格を有する人または平成 22 年
3 月 31 日までに資格取得見込みの人。

＊いずれの職種も学歴、性別および日本国籍の有無を問いません。
　ただし、日本国籍を有しない場合は永住者または特別永住者に限られます。
＊住所は問いませんが、採用後日出町に居住することができる人。
＊地方公務員法第１６条に該当する人は受験できません。

●
職
種　

　

 

火
災
予
防
、消
火
、救
急
、救
助
、

そ
の
他
災
害
防
ぎ
ょ
に
関
す
る

業
務

●
勤
務
地

　

杵
築
市
、日
出
町

●
採
用
人
員　

　

消
防
職
員
８
名

●
第
１
次
試
験　

　

平
成
21
年
10
月
18
日（
日
）

●
試
験
会
場　

　

杵
築
市
宗
近
中
学
校

●
応
募
期
間　

　

 

平
成
21
年
８
月
17
日（
月
）

　

〜
９
月
11
日（
金
）

●
受
験
資
格　

　

 

昭
和
59
年
４
月
２
日
〜
平
成
４

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、高
等
学
校
卒
業
程
度
の

学
力
を
有
す
る
人
。

＊
身
体
、運
転
免
許
等
の
条
件
有
。

●
申
込
・
資
料
請
求
・
問
合
先

　

 

杵
築
速
見
消
防
組
合
消
防
本
部

総
務
課
☎
０
９
７
８
‐
６
２
‐

４
３
４
１

＊ 

採
用
試
験
案
内
は
８
月
17（
月
）

か
ら
役
場
総
務
課
で
も
配
布
し

ま
す
。



　

こ
れ
ま
で
２
カ
月
号
に
わ
た
り
、
瀧

廉
太
郎
と
日
出
町
の
関
係
に
つ
い
て
述

べ
て
き
ま
し
た
。

　

静
岡
に
行
き
小
林
さ
ん
の
話
を
聞

き
、
ま
た
現
場
に
足
を
運
ん
で
い
る
う

ち
に
、「
荒
城
の
月
」
は
暘
谷
城
を
思
っ

て
作
曲
し
た
も
の
で
あ
る
と
強
く
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
廉
太
郎
が
「
荒
城
の

月
」
を
作
曲
す
る
前
年
に
作
詩
し
た
「
古

城
」
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
す
。

「
古
城
」
も
暘
谷
城
を
思
っ
て
作
詩

し
た

　
「
荒
城
の
月
」
は
明
治
34
年
に
東
京

音
楽
学
校
の
依
頼
で
土
井
晩
翠
が
作
詞

し
、
同
じ
年
に
廉
太
郎
が
、
旧
制
中
学

校
唱
歌
の
懸
賞
応
募
作
品
と
し
て
作
曲

し
ま
し
た
。

　

廉
太
郎
は
、
こ
の
前
の
年
「
古
城
」

と
い
う
詩
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
古
城
」
に
つ
い
て
も
、
暘
谷

城
を
思
っ
て
作
詞
し
た
も
の
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

平
成
14
年
に
龍
泉
寺
で
瀧
廉
太
郎
１

０
０
回
忌
の
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
、
郷
土
史
を
研
究
し
て
い
る
魚

住
修
三
さ
ん
が
講
話
の
中
で
次
の
よ
う

に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「『
古
城
』
の
詩
の
中
で
『
外
堀
は
田

に
す
き
か
へ
さ
れ　

内
堀
は
年
毎
に
あ

せ
て
』
と
あ
り
ま
す
。
外
堀
が
田
に
す

き
か
え
ら
れ
た
の
は
日
出
で
す
。
日
出

暘
谷
高
校
跡
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
辺
り
が
そ

う
で
す
。
廉
太
郎
が
こ
れ
ま
で
に
関
わ

っ
た
城
は
江
戸
、
富
山
、
府
内
、
竹
田
、

日
出
で
す
が
、
こ
の
条
件
を
満
た
し
て

い
る
の
は
日
出
だ
け
で
す
。
廉
太
郎
が

祖
先
の
眠
る
故
郷
を
思
い
作
詩
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
」
と
。

　

６
月
号
の
町
報
で
述
べ
ま
し
た
が
、

廉
太
郎
は
暘
谷
城
の
石
垣
が
次
々
と
埋

め
ら
れ
て
い
く
様
子
を
見
て
、「
惜
し
い

こ
と
だ
」
と
嘆
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
「
古
城
」
は
、「
荒
城
の
月
」
を
作

曲
す
る
前
年
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
当

然
「
荒
城
の
月
」
の
曲
趣
は
、こ
の
「
古

城
」
が
基
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
「
荒
城
の
月
」
は

暘
谷
城
を
思
っ
て
作
曲
し
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

音
楽
的
視
点
か
ら
み
て
も
、
曲
の
始

め
と
終
わ
り
の
無
限
に
広
が
る
上
行
の

旋
律
は
暘
谷
城
か
ら
見
渡
せ
る
広
大
な

別
府
湾
で
し
か
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

〜 

「
あ
の
名
曲
は
暘
谷
城
を
思
っ
た

も
の
」
〜　
　
　
　
　
　

終
わ
り
。

あ
の
名
曲
は
暘
谷
城
を
思
っ
た
も
の

瀧
廉
太
郎
記
念
音
楽
会

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
担
当　

堀　

義
孝

最
終
話

外堀は田にすきかへされ
内堀は年毎にあせて
二百年の名残やなに
水草ゐる邉に橋杭朽ちて
野菊咲くかげ石ずゑ残る

一の木戸か　二の木戸か　あなあはれ
君候の住みなれし大殿いづら
武士の待らひし廣間はいづら
春霞かすみかこめし
秋霧のたちかかくせる
ただ　麥秀で　菽實る　あなあわれ
狐なくあなた出丸の跡
月寒きこなた天主の趾

上葉に朝日させば君が千歳の色さかえ
下葉に夕風吹けば君を八千代の歌ほぎし
千本の松はや　昨日やうつつ今日や夢
枝折られ　幹裂かれ　
誰が家の薪となれる
誰が宿の烟となれる

千本の松のこるははや五本六本
一夜星暗く雨細き夜半
老松の　上枝の魂と　下枝の魂と
二人よりあひて
空しくならむ君恩を
泣きてささやく聲したり

明治 33年瀧廉太郎（作詩）

「古　城」



お
誕
生おめ

で
と
う

お
誕
生おめ

で
と
う
(6 月受付分）
（敬称略）

町長と気軽に意見交換しませんか
移動町長室を開催しています 総務課広報広聴係　☎７３－３１５０

　

役
場
で
は
地
域
の
皆
さ
ん
と

行
政
の
相
互
理
解
を
深
め
、皆
さ

ん
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
、今

後
の
町
づ
く
り
に
役
立
て
る
た

め「
移
動
町
長
室
」を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

町
長
自
身
が
出
向
い
て
、各
団

体
、グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
と
ひ
ざ

を
つ
き
合
わ
せ
て
意
見
交
換
を

し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
内
容

　

皆
さ
ん
が
普
段
考
え
て
い
る

こ
と
、思
っ
て
い
る
こ
と
を
自
由

に
町
長
と
お
話
く
だ
さ
い
。

①
５
人
以
上
の
集
ま
り
が
対
象
。

② 

対
話
時
間
は
１
時
間
か
ら
１

時
間
30
分
程
度
。

③ 

主
催
者
の
希
望
会
場
に
お
伺

い
し
ま
す
。

●
申
込
方
法

　

 

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
希
望
の
日

時
、
場
所
等
を
連
絡
く
だ
さ

い
。

＊ 

町
長
の
日
程
を
調
整
の
う
え
、

開
催
日
時
を
決
定
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

72
‐
７
２
９
４

「定額給付金」の申請
はお済みですか？

　まだ、申請がお済みでない方
は、早めに申請してください。
　申請書が届いていない方や、紛
失された方は企画振興課までお
問い合わせください。

『申請期限：９月24日（火）』

　対象者は次のいずれかに該当
する人です。（基準日は２月１日）

○町内に住民登録がある人。
○町内に外国人登録がある人。

●問合先　企画振興課
　☎７３－３１１６

　

農
業
委
員
会
で
は
、平
成
21
年

度
の
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、耕
作
放
棄
地
や
無
断

転
用
の
解
消
な
ど
、農
地
を
有
効

的
に
活
用
す
る
た
め
の
計
画
で

す
。

　

計
画
書
は
閲
覧
可
能
と
な
っ

て
お
り
、こ
れ
に
対
し
て
の
意
見

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、提
出
さ
れ
た
意
見
は
公

表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、個
人
名
な
ど
の
個
人

情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

　

意
見
に
対
し
て
直
接
回
答
は

し
ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ

い
。

これからの農業振興に活かします
　　　　　　　　　農業委員会事務局 ☎７３－３１２５

耕作放棄地など、農地の有効利用
について意見を募集します

●
募
集
期
間

　

８
月
20
日（
木
）ま
で

●
計
画
書
の
閲
覧

　

農
業
委
員
会
事
務
局
で
閲
覧

で
き
る
ほ
か
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
方
法

　

事
務
局
に
直
接
提
出
す
る
か
、

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で

応
募
で
き
ま
す
。

●
応
募
先

農
業
委
員
会
事
務
局

Ｆ
Ａ
Ｘ　

72
‐
７
２
９
４

メ
ー
ル　

n
o
gyo
@
to
w
n
.h
iji.o
ita.jp

住　

所　

   

出
生
児　
　

性
別 

保
護
者

【
豊
岡
】

影
の
木 

江
藤　

萌も
え 

女 

亮
太

西　

区 

花
宮　

悠ゆ

う

と斗 

男 

雄
彦

辻
間
団
地
東 

和
田　

衛え
い
せ
い青　

 

男 

洋
一
郎

辻
間
団
地
東 

和
田　

桃と

う

り李 

女 

洋
一
郎

【
日
出
】

本　

町 

菊
次　

奏か

な

た汰 

男 

永
一

佐　

尾 

白
石　

遥は

る

か香 

女 

徳
雄

佐　

尾 

白
石　

颯
は
や
て 

男 

徳
雄

佐　

尾 

谷　
　

百も

も

は葉 

女 

和
也

上
仁
王 

大
橋　

侑ゆ

い依 

女 

隆

東
仁
王 

麻
生　

莉り

の乃 

女 

康
弘

日
出
団
地 

中
野　

琉る

か嘉 

男 

春
喜

【
藤
原
】 

 
 

南　

部 

杉
山　

美み

づ

き月 

女 

光
弘

中　

部 

利
光　

優ゆ

お

ん音 

女 

猛

【
川
崎
】

則　

次 

大
石　

玲れ

お

ん恩 

男 

暁
史

平　

原 

伊
藤　

優ゆ

う

と斗 

男 

聡
彦

内　

野 

麻
生　

仁じ

ん夢 

男 

裕
次
郎

内　

野 

後
藤　

碧あ

お

と斗 

男 

順
一

【
大
神
】

北
大
神 

久
手
堅
快か

い

る琉 

男 

憲
大

北
大
神 

白
水　

夕ゆ

ず

き葵 

女 

貴
治

軒
の
井 

西
尾
伊い

ぶ

き

吹
絆 

男 

幸
宏



　第２次行財政改革プランに対する意見を募集しま
す。
　平成17年３月に策定した日出町行財政改革プラン
は来年３月をもって終了します。
　町民皆さまのご協力のもと、全町をあげて改革に
取り組んできた結果、懸念された基金の枯渇や財政
再建団体への転落は回避され、基金についても一定
程度確保することができました。
　しかしながら、不況による雇用不安や企業業績の
悪化などが町財政に及ぼす影響は計り知れず、医療
費等の負担も今後増大することが予想されていま
す。
　そこで、今後とも町民皆さまに真に必要な行政サ
ービスを提供し続けるため、第２次行財政改革プラ
ンを策定し、よりスリムで効率的な行政運営を進め
ていきたいと考えています。
　皆さまからいただいた意見を今後の行財政改革プ
ランに活かしていきたいと考えています。

●意見の提出方法
　 ①町政提案箱に備え付けの用紙に記入し、投函して
ください。（提案箱設置場所：役場旧館・新館ロビー、
各ふれあいセンター、町保健福祉センター、中央公
民館）
　②メールで送信
　（アドレス：info@town.hiji.oita.jp）
　 ③封書やハガキで提出（〒 879‐1592　日出町
2974番地１　日出町役場企画振興課　宛）

●問合先　
　企画振興課行財政改革係
　☎７３－３１１６

第２次行財政改革プランを策定します
　

（6月受付分）
（敬称略）

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
２
回
目
の
予
防
接
種
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
方

は
、夏
休
み
を
利
用
し
て
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

＊
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

●
対
象
者

○
来
年
度
小
学
１
年
生
に
な
る
方

　
（
平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

○
中
学
１
年
生
の
方

　
（
平
成
８
年
４
月
２
日
〜
平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

○
高
校
３
年
生
の
方

　
（
平
成
３
年
４
月
２
日
〜
平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

麻しん・風しんの２回目の
予防接種はお済みですか
福祉対策課子育て支援係　
　　　　　　　　　☎７３－３１２１

日出町の行財政改革に対する意
見を聞かせてください

　

８
月
23
日（
日
）は
日
出
町
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
特
別
清
掃
の

た
め
、休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
問
合
先　

福
祉
対
策
課

　

☎
73
‐
３
１
２
１

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

休
館
日
の
お
知
ら
せ

住　

所　

      

死
亡
者　
　
　

行
年

【
豊
岡
】

太　

田 

岩
本　

忠
信 

65

是　

城 

阿
南　

フ
ミ
ヱ 

92

辻
間
団
地
南 

寺
司　

孝 

83

【
日
出
】

北　

浜 

中
原　

ノ
ブ
子 

91

本　

町 

坂
部　

実 

80

上
仁
王 

藤
井　

ス
ミ
子 

71

日
出
団
地 

西
野　

達
海 

96

【
藤
原
】

東　

部 

森
川　

重
一 

75

赤　

松 

安
部　

ミ
ヲ 

95

自
然
郷 

西
谷　

陽
子 

58

【
川
崎
】 

 

成　

行 

田
邉　

勝 

85

内　

野 

河
野　

克
己 

81

【
大
神
】

南
大
神 

吉
良　

ツ
ヤ
コ 

89

高　

尾 

後
藤　

千
代
男 

100

高　

尾 

清
家　

都
子 

66

原　

山 

三
枝　

喜
久
子 

71

照　

川 

西
山　

義
德 

61



hiji report hiji report hiji report

「
あ
お
ぞ
ら
会
」
（
佐
藤
義
弘
会
長
）

が
、か
れ
い
祭
り
の
会
場
で
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
行
い
、
そ
の
売
り
上
げ
を

町
に
寄
附
し
よ
う
と
、
６
月
17
日
、
佐

藤
会
長
と
松
尾
拓
也
さ
ん
が
役
場
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
会
長
が
「
町
の
活
性
化
の
た
め

に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も

で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
協
力
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

「
あ
お
ぞ
ら
会
」
の
構
成
メ
ン
バ
ー

は
、町
内
の
自
営
業
者
や
そ
の
後
継
者
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た
り
、
糸
ケ
浜

の
清
掃
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

寄附をする佐藤会長

「
あ
お
ぞ
ら
会
」
が
町
に
寄
附

町
の
活
性
化
に
役
立
て
て

　

７
月
10
日
、
町
内
の
ス
ー
パ
ー
で
、

杵
築
地
区
更
生
保
護
女
性
会
日
出
分
区

（
矢
部
納
会
長
）
や
杵
築
国
東
保
護
司

会
日
出
分
区
（
阿
南
節
夫
会
長
）
、
警
察

署
員
お
よ
そ
40
人
が
、
青
少
年
の
健
全

育
成
な
ど
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

阿
南
会
長
が
「
日
出
町
の
犯
罪
件
数

は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

優
し
い
心
が
地
域
を
支
え
て
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
店
頭
で
更
生
保
護
女
性
会

が
布
で
作
っ
た
ハ
サ
ミ
入
れ
や
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
青
少
年
の
健
全
育
成

を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し

ま
し
た
。

チラシを配る更生保護女性会の会員

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

優
し
い
心
で
支
え
る

　

７
月
23
日
、
二
の
丸
館
起
工
式
が
建

設
地
で
あ
る
商
工
会
館
横
で
行
わ
れ
、

関
係
者
お
よ
そ
70
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

現
在
、
町
は
暘
谷
城
趾
周
辺
を
「
歴

史
風
情
の
あ
る
町
並
み
」
と
位
置
づ
け

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

二
の
丸
館
は
町
の
観
光
拠
点
と
位
置

づ
け
、
観
光
案
内
所
や
物
産
展
示
、
軽

食
喫
茶
、
来
訪
者
の
た
め
の
駐
車
場
な

ど
を
整
備
。
来
年
の
２
月
末
の
完
成
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

敷
地
内
に
は
、
他
に
も
裏
門
櫓
を
復

元
し
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を

設
け
る
予
定
で
す
。

起工式の様子

二
の
丸
館
起
工
式

観
光
の
拠
点
に



　

町
内
で
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
躍
し
て
い
る「
豊
の
船
の
会
」（
楢
迫

良よ
し

子こ

会
長
）
が
、
28
年
間
の
長
年
に
わ

た
り
町
の
観
光
振
興
に
貢
献
し
た
と
し

て
、（
社
）ツ
ー
リ
ズ
ム
大
分
か
ら
表
彰

さ
れ
、
６
月
19
日
、楢
迫
会
長
と
渡
邊

睦
子
さ
ん
が
役
場
を
訪
れ
、
受
賞
の
報

告
を
し
ま
し
た
。

　
「
豊
の
船
の
会
」
の
会
員
数
は
現
在

１
０
１
人
。
暘
谷
城
趾
周
辺
の
観
光
案

内
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

楢
迫
会
長
が「
日
出
町
の
良
さ
を
も

っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
か
ら

も
日
出
町
の
観
光
振
興
の
た
め
に
頑
張

り
た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
豊
の
船
の
会
」
が
表
彰
を
受
け
る

長
年
の
功
績
が
称
え
ら
れ

楢迫会長（写真左）、渡邉睦子さん（中）

　

６
月
に
行
わ
れ
た
、全
日
本
少
年
サ

ッ
カ
ー
大
会
県
大
会
で
、別
府
市
の
ス

マ
イ
ス
・
セ
レ
ソ
ン
が
見
事
優
勝
し
、

全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

６
月
24
日
に
は
、選
抜
メ
ン
バ
ー
の

日
出
町
の
北
野
晴せ
い
や矢
く
ん（
大
神
小
６

年
）と
赤
星
来ら
い
き貴
く
ん（
川
崎
小
５
年
）

が
、全
国
大
会
出
場
報
告
に
役
場
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
に
向
け
て
北
野
く
ん
が
、

「
一
戦
一
戦
大
事
に
戦
い
、
優
勝
を
目

指
し
て
が
ん
ば
り
た
い
」
と
。
赤
星
く

ん
が「
日
本
一
を
目
指
す
」
と
決
意
表

明
し
ま
し
た
。全
国
大
会
は
８
月
１
日

か
ら
福
島
県
な
ど
で
行
わ
れ
ま
す
。

全
日
本
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

強
豪
を
破
り
全
国
大
会
へ

北野くん（写真右）、赤星くん（写真左）

　

７
月
１
日
、
役
場
で
日
出
町
交
通
指

導
員
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
指
導
員
に
な
っ
た
の
は
、
山
田

光み
つ

男お

（
南
大
神
）
さ
ん
。
新
任
の
交
通

指
導
員
は
５
年
ぶ
り
で
す
。

　

山
田
さ
ん
は
大
神
小
学
校
前
で
、
登

校
時
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守
り

ま
す
。

　

式
で
は
、
工
藤
町
長
が
「
子
ど
も
た

ち
が
安
全
に
登
校
で
き
る
よ
う
に
、見

守
っ
て
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

山
田
さ
ん
が「
交
通
安
全
を
推
進
し
、

安
全
・
安
心
で
住
み
や
す
い
町
づ
く
り

に
貢
献
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

日
出
町
交
通
指
導
員
委
嘱
式

安
全
で
住
み
や
す
い
町
に

委嘱状を受け取る山田さん（写真右）

　

７
月
６
日
、「
日
出
町
ア
カ
デ
ミ
ア
の

会
」
の
佐
藤
裕
一
郎
会
長
と
馬
場
武
男

副
会
長
が
役
場
を
訪
れ
、
的
山
荘
の
保

存
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
寄
附
を
し
ま

し
た
。

　
「
日
出
町
ア
カ
デ
ミ
ア
の
会
」
は
、
　

こ
れ
ま
で
町
の
イ
ベ
ン
ト
時
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
城
下
公
園
の
清
掃
活
動

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
会
員
の

高
齢
化
な
ど
の
理
由
か
ら
今
年
解
散
し

ま
し
た
。

　

工
藤
町
長
が
、
こ
れ
ま
で
の
22
年
間

の
活
動
を
ね
ぎ
ら
い
「
長
い
間
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

日
出
町
ア
カ
デ
ミ
ア
の
会
が
寄
附

的
山
荘
の
保
存
へ
寄
附

寄附をする佐藤会長



地上デジタル放送移行まであと２年

地デジの説明会を開催します
　現在のテレビ放送（地上アナログ放
送）は、２年後の平成23年７月24日まで
に終了し、地上デジタル放送に移行しま
す。
　地上デジタル放送に移行すると、これ
までのアナログテレビではテレビ放送を
見ることができなくなります。
　地上デジタル放送をご覧いただくため
に、総務省が町内の公民館など９カ所で
説明会を行います。
　日程や会場の案内については総務省か
ら各世帯に通知が送られます。通知は７
月20日頃から順次発送します。ぜひ、こ
の機会に参加してみてください。

●なぜ地デジ化が必要なのか
　 　日本では、電波が足りなくなって困

っています。デジタル放送に変えると
34％の電波を節約することができま
す。節約した電波は交通事故の防止や
緊急災害時の通信など、安全でより快
適な暮らしのために使われます。

●悪質商法にご注意
　 　テレビ調査や工事人を名乗って不正
請求を行ったり、郵便による振り込め
詐欺を行ったりする例がおきていま
す。地デジ放送に関する誤った情報や
不十分な情報にもとづいて関連商品・
サービスを売りつける悪質商法にご注
意ください。

●問合先
　　企画振興課☎７３－３１１６



定 期 相 談

●行政相談

・役場新館3階332会議室

・毎月第1火曜日　10時～15時

上記以外の時間帯は自宅で相談に応じます。

北野琿彦相談員　☎72－2634

●心配ごと相談

・役場新館3階332会議室

・毎月第2火曜日　10時～15時

・福祉対策課　☎73－3121

●心配ごと相談・行政相談合同相談会

・8月は休み

・9月15日火曜日　10時～15時

・川崎ふれあいセンター

・総務課　☎73－3150

●日出町ホットライン

　 　ボランティア団体による悩みごと、心配ご

と電話相談　☎72－3412

・月～金曜日の19時～21時

●障がい児・者等支援相談

・社会福祉法人「みのり村」

　みのり障がい者生活支援センター

　☎72－2818

・太陽の家障害者生活支援センター

　☎72－1682（受付時間：7時～21時）

●高齢者総合相談

・日出町地域包括支援センター（健康増進課内）

　☎73－3115

●家庭児童・母子婦人相談

・福祉対策課　☎73－3121

・大分県東部保健所地域福祉室　☎72－2327

●交通事故無料相談

・大分自動車保険請求相談センター

・要予約☎097－536－5043（9時～16時）

・弁護士相談日（水曜日：13時～16時）

●無料人権相談所

・大分地方法務局杵築支局

　☎0978－62－2271

・月曜日～金曜日　8時30分～17時15分

●法律相談

・日出町保健福祉センター　相談室

・毎月第４火曜日　13時30分～16時30分

　（祭日の場合は休み）

・要予約　相談料３０分につき5,000円

・大分県弁護士会　☎097－536－1458

今月の１冊

さとし　わかるか

福島　令子　：著
朝日新聞社　：刊

　昨年、「盲ろう者」の福島智氏が東京大学の教授に
なったというニュースを見た人も多いのではないで
しょうか。
　本書の著者はその母親。親子のコミュニケーション
の手段として「指点字」（点字タイプライターを打つ
要領で、相手の指をポンポンとたたく）を世界で初め
て思いつきました。
　苦しみのどん底にあってもくじけずに、明るく前向
きに生きていく親子の姿に感動の一冊です。 

８月の休館日
毎週月曜日、第 2・4・5日曜日

８月の読み聞かせ
【ブー・フー・ウーによる読み聞かせ】

●と　き　8月１日・8日・22日・29日（土曜日）
　　　　　10時30分～11時30分

●ところ　2階（おはなしのへや）
●対　象　幼児から小学校低学年

【FUMFUM（ふむふむ）による読み聞かせ】
●と　き　8月28日（金曜日）11時～11時30分
●ところ　2階（おはなしのへや）
●対　象　0歳から5歳くらいまで

雑誌のバックナンバーを差し上げます
●と　き　8月15日（土）～22日（土）休館日を除く
●ところ　萬里図書館　１階フロア
●冊　数　１人　３冊まで
● 対　象　町内在住の方
＊ 利用者カードを必ず提示してください。

＊ 家族のカードを使った代理での利用はご遠慮くださ

い。

＊ 雑誌は、半年から１年以上経過したものです。

＊ 子ども向け雑誌や付録はありません。



暘
谷
城
二
の
丸
館
の
建
設
起
工
式
を
行
う

　　

７
月
23
日
、多
く
の
関
係
者
が
出
席
す
る

中
、暘
谷
城
二
の
丸
館
の
建
設
起
工
式
を
行

い
、い
よ
い
よ
暘
谷
城
趾
周
辺
整
備
工
事
に

着
手
し
ま
し
た
。

　

暘
谷
城
趾
周
辺
に
は
、年
間
１
３
０
台
の

貸
し
切
り
バ
ス
や
乗
用
車
で
多
く
の
来
訪
者

が
訪
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、道
路
事
情
や
駐

車
場
、展
示
・
案
内
な
ど
の
受
け
入
れ
施
設
の

不
備
か
ら
大
変
不
評
を
か
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、役
場
前
で
何
度
か
切
り
返
し
て
進

入
し
た
と
思
っ
た
ら
、す
ぐ
に
ま
た
狭
く
て

右
折
し
に
く
い
と
い
っ
た
道
路
、こ
の
よ
う

な
状
態
で
は
観
光
客
を
招
致
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。ま
た
、ト
イ
レ
も
少
な
く
、商
工

会
館
な
ど
の
利
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
、近
隣

に
大
変
ご
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、当
面
の
措
置
と
し
て
、役
場
前

の
進
入
路
や
右
折
方
向
へ
の
道
路
拡
幅
を
済

ま
せ
、ま
た
、簡
易
案
内
所
・
展
示
室
で
対
応

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
施
設
の
計
画
概
要
は
、敷
地
面
積
１
，６

３
３
．３
７
㎡
に
木
造
平
屋
建
て
の
二
の
丸

館（
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
）３
３
８
㎡
を
配
置

し
、屋
内
に
観
光
案
内
、物
産
の
展
示
、軽
食

喫
茶
、休
憩
コ
ー
ナ
ー
、便
所
を
設
け
る
と
と

も
に
、来
訪
者
の
た
め
の
バ
ス
・
乗
用
車
な
ど

の
駐
車
場
を
設
け
、観
光
の
拠
点
と
な
る
よ

う
に
し
ま
す
。

　

そ
し
て
そ
の
一
角
に
、こ
れ
ま
で
長
い
間

解
体
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
暘
谷
城
裏
門

櫓（
33
．43
㎡
）を
復
元
す
る
と
と
も
に
、周
辺

に
は
和
風
庭
園（
２
７
７
㎡
）を
配
置
し
て
憩

い
の
場
と
し
、ま
た
裏
門
や
外
壁
を
め
ぐ
ら

す
こ
と
に
よ
っ
て
、二
の
丸
館
周
辺
全
体
が

新
た
な
城
下
町
の
一
部
と
な
る
よ
う
に
整
備

し
ま
す
。

　

今
後
暘
谷
城
趾
周
辺
は
、暘
谷
城
隅
櫓
の

復
元
や
電
柱
、電
線
の
地
中
埋
設
工
事
な
ど

を
進
め
、大
手
門
通
り
も
こ
れ
ま
で
と
は
一

新
し
、暘
谷
城
趾
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

憩
い
の
場
の
あ
る
、そ
し
て
江
戸
時
代
の

雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
歴
史
の
町

と
し
て
、多
く
の
観
光
客
の
訪
れ
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
の
落
札
者
決
ま
る

　　

ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
日
出
の
第
３
回
目
の
入

札
が
７
月
16
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。最
低
落

札
価
格
は
３
億
６
，７
０
０
万
円
で
し
た
が
、

複
数
企
業
が
参
加
し
て
競
争
入
札
と
な
り
、

最
低
落
札
価
格
を
９
，３
０
０
万
円
上
回
る

４
億
６
，０
０
０
万
円
で
落
札
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、正
式
に
落
札
者
と（
独
）年
金
・
健
康

保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
と
の
間
で
所
有
権

移
転
契
約
、従
業
員
の
再
雇
用
、事
業
の
移
管

等
が
行
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

事
業
の
継
続
を
前
提
に
、町
と
し
て
は
３

年
間
に
わ
た
り
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
ほ
か
に

も
町
と
し
て
可
能
な
限
り
の
支
援
、協
力
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。町
民
の
皆
さ
ん
も
積
極

的
な
利
用
、応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

周
南
市
の
大
津
島
回
天
基
地
を
視
察

　　

７
月
12
日
、大
神
地
区
の
松
本
智
氏
を
代

表
と
す
る
15
人
の
皆
さ
ん
と
観
光
協
会
関
係

者
総
勢
23
人
で
大
津
島
回
天
基
地
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

人
間
魚
雷「
回
天
」の
訓
練
施
設
は
全
国
に

４
箇
所
あ
り
、大
津
島
基
地
は
最
も
早
く
開

設
さ
れ
た
基
地
で
あ
り
、当
時
の
施
設
が
現

在
も
残
っ
て
い
る
唯
一
の
基
地
で
す
。

　

早
朝
に
出
発
し
、周
南
市
保
健
セ
ン
タ
ー

で
歓
迎
会
に
臨
み
ま
し
た
。市
長
、市
議
会
議

長
、観
光
協
会
会
長
、産
業
観
光
部
長
な
ど
の

関
係
者
の
歓
迎
を
受
け
、１
時
間
半
ほ
ど
の

意
見
交
換
と
懇
談
を
経
て
、フ
ェ
リ
ー
で
大

津
島
へ
行
き
ま
し
た
。

　

大
津
島
で
は
、回
天
資
料
館
長
に
詳
し
い

案
内
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、戦
局
急
を

告
げ
る
中
、国
を
守
る
た
め
勇
敢
に
立
ち
向

か
っ
た
若
者
た
ち
の
姿
を
偲
び
ま
し
た
。

　

一
緒
に
訪
問
し
た
大
神
の
皆
さ
ん
も
同
様

の
感
慨
で
視
察
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、日
出
町
に
も
大
神
回
天
基
地
が
あ

り
、関
係
者
に
よ
り
大
神
回
天
会
を
組
織
し
、

長
い
間
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、回

天
作
戦
に
関
わ
っ
た
戦
没
者
の
霊
を
祀
る
、

全
国
唯
一
の
神
社
で
あ
る
回
天
神
社
も
あ

り
、３
年
に
１
度
の
例
大
祭
に
は
全
国
か
ら

関
係
者
が
集
い
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

町
長
に
就
任
間
も
な
く
の
平
成
16
年
10

月
、兵
庫
県
の
回
天
会
会
長
、事
務
局
長
等
か

ら
お
便
り
を
頂
き
、例
大
祭
の
協
力
を
依
頼

さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
平
成
17
年
４
月
に
は

多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
日

出
に
宿
泊
し
て
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ

の
際
、会
員
皆
さ
ん
の
心
配
ご
と
は
、戦
後
60

年
を
経
過
し
、す
で
に
皆
さ
ん
80
歳
を
超
え

て
お
り
、回
天
神
社
の
お
世
話
が
で
き
な
い

の
で
、地
元
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、平
成
19
年
12
月

23
日
、日
出
町
の
有
志
の
皆
さ
ん
と
大
津
島

を
視
察
し
ま
し
た
。そ
し
て
、記
念
館
や
資
料

館
、記
念
碑
な
ど
の
行
き
届
い
た
整
備
に
驚

き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
４
月
の
総
会
で
は
、会
員
の
参

加
の
減
少
は
避
け
が
た
く
、こ
の
機
会
に
大

神
の
回
天
基
地
も
何
ら
か
の
対
応
が
必
要
と

考
え
、基
地
の
資
料
や
関
係
者
の
声
を
収
録

し
て
お
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、当
時
の

基
地
の
様
子
や
体
験
談
、総
会
行
事
な
ど
を

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
め
、記
録
と
し
て
次
世
代
に
残

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
回
の
視
察
が
今

後
の
大
神
地
区
の
振
興
、発
展
に
役
立
つ
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

町 政
だより

日出町長
工藤　義見
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さざんか児童館
☎７２－８３８３

親子で遊ぼう（親子グループ募集）
年齢別に分かれて活動をします。
【ひよこグループ】（0～ 1歳児）
●とき　8月 4・11・18日（火）
【うさぎグループ】（2歳児）
●とき　8月 6・20・27日（木）
【パンダグループ】（3～ 5歳児）
●とき　8月 5・19・26日（水）

楽しい音楽会（小学生）
　ボランティアの方による演奏。
体を動かして遊びます。
●とき　8月 17日（月）10時～

お店屋さんごっこ（乳幼児）
　児童クラブの小学生が楽しい
お店を開きます。
●とき　8月25日（火）10時30分～

日出町児童館
☎７２－０３２３

そーめん流し（小学生以上の親子）
●とき　8月8日（土）13時～15時
●費用　1人 100円
＊申し込みが必要です。

ストレッチ空手教室（４歳～小学生）
　礼儀作法と護身術を学ぼう。
● とき　8月11日（火）13時30分
～ 15時 30分
＊申し込みが必要です。

親子料理教室（4・5歳児）
●とき　8月21日（金）10時～13時
●費用　1人 100円
＊申し込みが必要です。

こども料理教室（小学生以上）
●とき　8月29日（土）10時～13時
●費用　1人 100円
＊申し込みが必要です。

夏休み料理教室（中高生）
●とき　8月24日（月）10時～13時
●費用　1人 300円

ちょこっとミュージカル（小学3年生
～高校3年生）
　歌って踊って演技して。2日間ミ
ュージカルを体験してみませんか。
●とき　8月 26（水）・27日（木）
　10時～ 15時
＊スカートは不可

おやこ元気アップ事業（幼稚園年
長児～小学生親子）
親子で楽しいふれあい活動。
●とき　9月 5日（土）9時～12時
＊  8月 24日（月）までに申し込み
が必要です。

日出町地域子育て支援センター
☎２８－１２１２

子育て広場（乳幼児）
　子育て情報の提供や交換、親子遊
びの紹介や実施など。
●とき　月～金9時～ 16時

子育て相談（乳幼児）
　子育てや栄養相談、感染症予防や
対策。
●とき　月～金9時～ 16時

出張子育て広場（就学前まで）
　ねんどで遊ぼう
●とき　8月18日（火）10時～12時
●ところ　豊岡地区公民館

赤ちゃん広場（0歳～、妊婦さん）
　赤ちゃんと一緒に楽しい時間を
過ごしましょう。プレママのつどい
も同時開催。

● とき　8月7日（金）・11日（火）・
20 日（木）・25 日（火）10 時～
12時

子育て支援UPプログラム
「パソコン講座」受講生募集

フォトストーリー講座
　画像や写真を使って、スライド
ショーを作ってみませんか？
●とき　9月 1日・8日・15日・29
　日（火）10時～ 12時
● ところ　HITコミュニティーセン
ター（町弓道場隣）

初めてのパソコン講座
　一から始めてみませんか？
●とき　9月 3日・10日・17日・
　　　　24日（木）10時～ 12時
●ところ　町保健福祉センター

エクセル応用講座
　連絡簿を作ります。地域活動な
どに役立ちます。
●とき　9月 4日・11日・18日・
　　　　25日（金）10時～ 12時
● ところ　HITコミュニティーセ
ンター（町弓道場隣）

各講座共通
●講座料　2,800円
●申込期限　8月 2１日（金）
＊Ｗ indows Vista 対応の講座で
はありません。
＊有料託児有。
●申込・問合先　パワーウェーブ
日出　☎75－8637（9時～16時）

　離乳食に関する相談や試食などを行う教室です。

　「どうやって離乳食を始めたらいいの？」「離乳食の進め方が分か

らない」という方は、ぜひお子さんと一緒に参加してみてください。

●と　き　９月８日（火）１0時 30分～ 11時 30分
●ところ　日出町保健福祉センター母子保健室
●対　象　離乳食期（１歳６カ月頃まで）
●問合先　福祉対策課子育て支援係　☎７３－３１２１

離 乳 食 教 室 の 案 内



今月のお知らせまちの掲示板

大
分
県
奨
学
会
高
等
学
校
等
予
約
奨
学

生
募
集

　

平
成
22
年
４
月
に
高
等
学
校
・
高
等

専
門
学
校
・
専
修
学
校
高
等
課
程
へ
進

学
希
望
の
方
を
対
象
に
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

６
月
下
旬
〜
９
月
中
旬

＊ 

在
学
す
る
中
学
校
を
通
じ
て
行
い
ま

す
。

▼ 

貸
与
期
間　

平
成
22
年
４
月
か
ら

標
準
修
業
年
限
の
終
了
月
ま
で

▼
貸
与
月
額

・
国
公
立
（
自
宅
） 

１
８
，
０
０
０
円

・
国
公
立
（
自
宅
外
） 

２
３
，
０
０
０
円

・
私
立
（
自
宅
） 

３
０
，
０
０
０
円

・
私
立
（
自
宅
外
） 

３
５
，
０
０
０
円

＊
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

▼
問
合
先　

（
財
）
大
分
県
奨
学
会

　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
６
２
０　

　

h
ttp
://w
w
w
.d
-b
.n
e.jp
/syo

gaku
/

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
!!
放
送
大
学
大

分
学
習
セ
ン
タ
ー
平
成
21
年
度
第
２
学

期
学
生
募
集
（
10
月
入
学
）

▼ 

と
き　

８
月
９
日
（
日
）
13
時
30
分
〜

15
時

▼ 

と
こ
ろ　

放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン

タ
ー

▼ 

申
込
・
問
合
先　

放
送
大
学
大
分
学
習

セ
ン
タ
ー
（
別
府
大
学
大
分
キ
ャ
ン
パ

ス
内
）

　

☎
０
９
７
‐
５
４
９
‐
６
６
１
２

警
察
官
採
用
共
同
試
験

　

大
分
県
・
愛
知
県
人
事
委
員
会
、
警

視
庁
、
大
阪
府
・
兵
庫
県
警
察
本
部
に

よ
る
共
同
試
験
で
す
の
で
、
希
望
す
る

都
府
県
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
第
１
次
試
験
日　

10
月
18
日
（
日
）

▼ 

受
付
期
間　

８
月
10
日
（
月
）
〜
８

月
28
日
（
金
）

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
付
期
間

　

８
月
10
日
（
月
）
〜
８
月
21
日
（
金
）

▼ 

試
験
区
分　

一
般
・
武
道
（
柔
道
）
・

武
道
（
剣
道
）

▼ 

問
合
先　

大
分
県
警
察
本
部
警
務
課

人
事
係

　

☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
１
１
１
１

大
分
県
職
員
採
用　

中
級
試
験
・
初
級

試
験
・
医
療
免
許
資
格
職
試
験
Ⅱ

▼
第
１
次
試
験
日　

９
月
27
日
（
日
）

▼ 

受
付
期
間　

８
月
10
日
（
月
）
〜
８

月
28
日
（
金
）

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
付
期
間

　

８
月
10
日
（
月
）
〜
８
月
21
日
（
金
）

▼
試
験
区
分　

【
中
級
試
験
】
保
育
士
・
総
合
土
木

【 

初
級
試
験
】
一
般
事
務
・
警
察
事
務
・

総
合
土
木

【 

医
療
免
許
資
格
職
試
験
Ⅱ
】
診
療
放

射
線
技
師
・
臨
床
検
査
技
師
・
学
校

栄
養
職
員

▼ 

問
合
先　

大
分
県
人
事
委
員
会
事
務

局
公
務
員
課　

試
験
・
審
査
班

　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
１
２

自
衛
隊
員
採
用
試
験

【
一
般
曹
候
補
生
】

▼
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

【
２
等
陸
・
海
・
空
士
】

▼
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

【
航
空
学
生
】

▼
資
格　

高
卒
（
見
込
）
〜
21
歳
未
満

【
看
護
学
生
】　

▼
資
格　

高
卒
（
見
込
）
〜
24
歳
未
満

【
防
衛
大
学
校
学
生
】　

▼
資
格　

高
卒
（
見
込
）
〜
21
歳
未
満

【
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
】　

▼
資
格　

高
卒
（
見
込
）
〜
21
歳
未
満

＊ 

受
付
期
間
、
試
験
期
日
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
合
先　

自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部

別
府
地
域
事
務
所

　

☎
24
‐
１
６
４
５

大
分
県
職
員
採
用
選
考

▼
第
１
次
試
験
日　

○
児
童
自
立
支
援
専
門
員

　

９
月
20
日
（
日
）

○
職
業
訓
練
指
導
員
（
電
子
）　

　

10
月
18
日
（
日
）

▼
受
付
期
間　
　

○
児
童
自
立
支
援
専
門
員　
　
　

　

９
月
４
日
（
金
）

○
職
業
訓
練
指
導
員
（
電
子
）　

　

９
月
25
日
（
金
）

▼ 

問
合
先　

大
分
県
総
務
部
人
事
課
人

事
班

　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
０
５

消
防
設
備
士
法
定
（
義
務
）
講
習

▼
受
講
対
象
者　

① 

平
成
19
年
度
に
消
防
設
備
士
の
免

　

状
を
取
得
し
た
者
。
（
２
年
目
講
習
）

② 

平
成
16
年
度
に
消
防
設
備
士
法
定

　

講
習
を
受
け
た
者
。
（
５
年
目
講
習
）

③ 

法
定
期
限
内
に
消
防
設
備
士
法
定

　

講
習
を
受
け
て
い
な
い
者
。

▼ 

受
講
申
請
の
方
法　

対
象
者
に
は
、

申
請
用
紙
を
送
り
ま
す
。
受
講
申
請

書
に
講
習
手
数
料
と
し
て
講
習
区

分
毎
に
大
分
県
収
入
証
紙
７
，
０
０



まちの掲示板 今月のお知らせ

介
護
職
員
基
礎
研
修

　　

教
育
訓
練
給
付
指
定
講
座
で
す
。
条

件
に
よ
り
受
講
料
の
一
部
が
還
付
さ
れ

ま
す
。

▼ 

受
講
資
格　

訪
問
介
護
員
２
級
課
程

修
了
後
、
１
８
０
日
以
上
の
実
務
経

験
の
あ
る
方
。

▼
申
込
期
間　

随
時

▼
定
員　

35
名
程
度
（
先
着
順
）

※ 

な
お
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

費
用　

８
５
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
込
）

※ 
別
途
、
損
害
保
険
料
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

▼ 

研
修
期
間　

平
成
21
年
10
月
１
日

（
木
）
〜
平
成
22
年
３
月
25
日
（
木
）

▼
研
修
会
場　

大
分
文
化
会
館

▼ 

問
合
先　

（
財
）
介
護
労
働
安
定
セ

ン
タ
ー
大
分
支
部

　

☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
１
４
８
１

赤
十
字
社
大
分
県
支
部
に
よ
る
講
習
会

【
災
害
時
の
高
齢
者
支
援
講
習
会
】

　

高
齢
者
の
被
災
に
対
す
る
不
安
を
軽

減
し
、
守
る
た
め
、
誰
も
が
必
要
と
す

る
基
本
的
知
識
や
支
援
技
術
を
学
ぶ
講

習
会
で
す
。

▼
と
き　

９
月
15
日
（
火
）
10
時
〜
12
時

▼
受
講
料　

教
材
費
と
し
て
50
円

【
赤
十
字
救
急
法
講
習
会
（
休
日
コ
ー
ス
）
】

　

実
技
を
中
心
に
、
事
故
や
急
病
時
に

役
立
つ
正
し
い
応
急
手
当
の
仕
方
を
学

び
ま
す
。

▼ 

と
き　

９
月
19
日
（
土
）
・
20
日

（
日
）
・
21
日
（
月
）
の
３
日
間
。

９
時
〜
17
時

▼ 

受
講
料　

教
材
費
と
し
て
１
，
５
０

０
円
（
保
険
料
含
む
）　

【
乳
幼
児
の
応
急
・
救
命
手
当
と
看
病
講

習
会
】

　

乳
幼
児
に
起
き
や
す
い
病
気
へ
の
対

応
と
事
故
の
予
防
。
不
慮
の
事
故
に
対

す
る
手
当
の
知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け

る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

▼ 

と
き　

９
月
26
日
（
土
）
・
27
日
（
日
）

の
２
日
間
。
９
時
〜
17
時
30
分

※
全
日
程
の
参
加
が
必
要
で
す
。

▼ 

受
講
料　

教
材
費
と
し
て
１
，
５
０

０
円
（
保
険
料
含
む
）

【
全
講
習
】

▼ 

と
こ
ろ　

日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支

部　

３
階
会
議
室
（
駐
車
場
有
）

▼
対
象
・
定
員　

15
才
以
上
・
30
名
。

※ 
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

な
お
申
し
込
み
が
10
名
に
満
た
な

い
場
合
は
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▼ 

申
込
・
問
合
先　

日
本
赤
十
字
社
大

分
県
支
部　

事
業
推
進
課

　

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
２
２
３
６

０
円
を
貼
付
し
、
持
参
又
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

▼ 

受
付
期
間　

８
月
31
日
（
月
）
〜
９

月
25
日
（
金
）

＊ 

講
習
区
分
・
日
程
・
会
場
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問
合
先　

（
財
）
大
分
県
消
防

設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

　「打ち水」は日本の伝統文化・生活の知恵として、地球温

暖化防止に向けた身近なエコ活動として見直されています。

　雨水や風呂の残り湯等を活用した「打ち水」で「涼」を体

感しましょう。

　「打ち水」風景の写真や感想を募集しています。

●問合先　大分県生活環境部地球環境対策課
　　　　　☎０９７‐５０６‐３０２４

　　　　　http://www.pref.oita.jp/13010/gomi0/shiki/

エコ涼ライフ～「打ち水」をしよう！

消化器科・肛門科・外科・内科・泌尿器科・人工透析

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

速見郡日出町藤原1691番地1

TEL㈹  0977-73-2151

併 設 施 設

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人



今月のお知らせまちの掲示板

小
型
船
舶
操
縦
免
許
証
更
新
・
失
効
講

習
案
内

▼
と
き　

８
月
29
日
（
土
）
９
時
30
分
〜

▼ 

と
こ
ろ　

日
出
町
中
央
公
民
館　

視

聴
覚
室

▼ 

持
参
す
る
も
の　

操
縦
免
許
証
・
認

印
・
料
金

▼
料
金

○
更
新
講
習　

９
，
０
０
０
円

○
失
効
講
習
１
５
，
０
０
０
円

▼
問
合
先　

入
枝
海
事
事
務
所

　

☎
０
９
９
‐
２
８
１
‐
７
７
５
３

Re
・
Be
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
（
再
就
職
準

備
セ
ミ
ナ
ー
）
と
大
分
県
母
子
家
庭
等

就
業
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
巡
回
相
談
会

　

女
性
の
た
め
の
再
就
職
・
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
支
援
事
業
で
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
再
就
職
に
必
要
な

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
す
。

　

巡
回
相
談
会
で
は
就
職
に
関
す
る

様
々
な
お
悩
み
に
、
専
門
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
お
答
え
し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
４
日
（
金
）

○ 

母
子
家
庭
等
就
業
自
立
支
援
セ
ン
タ

ー
巡
回
相
談
会　

10
時
〜
12
時

○ 

Re
・
Be
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー　

13
時

〜
16
時

▼
と
こ
ろ   

別
府
市
中
央
公
民
館　

※
参
加
無
料
・
託
児
サ
ー
ビ
ス
付
。

▼
申
込
期
限　

８
月
31
日
（
月
）

▼
申
込　

日
出
町
福
祉
対
策
課

　

☎
73
‐
３
１
２
１

▼
問
合
先 

大
分
県
少
子
化
対
策
課

　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
７
０
４　

  

無
料
労
働
相
談

　

労
働
者
、
使
用
者
を
問
わ
ず
、
労
働

に
関
す
る
相
談
を
弁
護
士
や
社
会
保
険

労
務
士
、
行
政
機
関
等
が
お
受
け
し
ま

す
。

▼ 

と
き　

８
月
19
日
（
水
）
13
時
15
分

〜
16
時
15
分

※ 

相
談
は
16
時
45
分
ま
で
。
当
日
は
電

話
相
談
も
で
き
ま
す
。

▼ 

と
こ
ろ　

大
分
文
化
会
館　

２
階
第

２
会
議
室　
　

▼ 

問
合
先　

大
分
県
労
政
・
相
談
情
報

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
０
４
０

個
人
住
民
税
の
納
税
を
お
忘
れ
な
く
！

　

８
月
31
日
（
月
）
は
、
個
人
事
業
税

第
１
期
分
の
納
期
限
で
す
。
忘
れ
ず
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

　

納
税
に
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
利

用
で
き
ま
す
。

▼
問
合
先　

大
分
県
別
府
県
税
事
務
所

　

☎
67
‐
８
２
１
１

平
成
21
年
度
新
規
大
卒
者
等
＆
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
就
職
面
接
会

▼
と
き　

８
月
18
日
（
火
）
13
時

　

〜
16
時

▼ 

と
こ
ろ　

ト
キ
ハ
会
館
５
階
ロ
ー

ズ
・
カ
ト
レ
ア
の
間

▼
対
象
者　

○ 

来
年
卒
業
予
定
の
大
学
院
・
大
学
・

短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
の
生
徒

○ 

25
歳
以
下
の
大
学
院
・
大
学
・
短

大
・
高
専
・
専
修
学
校
の
既
卒
者

○ 

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
（
県
外
在
住

者
）

▼ 

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
お

お
い
た

　

☎
０
９
７
‐
５
３
３
‐
８
６
０
０

森
林
環
境
税
を
活
用
し
た
活
動
事
例
報

告
会

　

県
民
に
森
林
環
境
税
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
県
内

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
実
施
し
た

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/

整形外科・脳神経外科・外科
内科（消化器、呼吸器、循環器、血液）
リハビリテーション科・リウマチ科



まちの掲示板 今月のお知らせ

活
動
の
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼ 
と
き　

８
月
20
日
（
木
）
13
時
30
分

〜
16
時
30
分

▼ 

と
こ
ろ 
宇
佐
文
化
会
館
・
ウ
サ
ノ
ピ

ア
小
ホ
ー
ル

▼
申
込
締
切
日　

８
月
３
日
（
月
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

大
分
県
東
部
振
興

局　

森
林
・
林
業
班　

　

☎
０
９
７
８
‐
７
２
‐
０
１
５
６

２
０
０
９
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
in
大
分

　

大
分
空
港
で
空
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

９
月
12
日
（
土
）

▼
事
前
申
込
型
イ
ベ
ン
ト

○
セ
ス
ナ
機
遊
覧
飛
行
（
１
人
２
千
円
）

○ 

管
制
塔
見
学
（
対
象
は
小
学
４
年
生

以
上　

無
料
）

○ 

ホ
ー
バ
ー
フ
ェ
リ
ー
体
験
搭
乗
（
無

料
）

＊
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

＊ 

セ
ス
ナ
機
遊
覧
は
、
天
候
に
よ
り
中

止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

申
込　

必
要
事
項
を
記
入
し
、
往
復

は
が
き
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼ 

応
募
先
・
記
載
内
容　

〒
８
７
３
‐

０
４
２
１
国
東
市
武
蔵
町
糸
原
字

大
海
田　

大
分
空
港
事
務
所
「
空
の

日
」
係
・
希
望
イ
ベ
ン
ト
、
全
員
の

名
前
と
住
所
、
年
蓮
、
電
話
番
号

▼
締
切　

８
月
28
日
（
金
）

▼ 

当
日
参
加
型
イ
ベ
ン
ト　

熱
気
球
係

留
体
験
搭
乗
、
空
港
内
バ
ス
ツ
ア
ー
、

小
型
航
空
機
展
示
、
消
防
車
等
の
展

示
及
び
消
防
体
験
、
大
分
空
港
ク
イ

ズ
ラ
リ
ー
な
ど
。

▼
問
合
先　

大
分
空
港
事
務
所

　

☎
０
９
７
８
‐
６
７
‐
３
７
７
１

大
規
模
集
客
施
設
の
立
地
誘
導
に
関
す

る
方
針
に
つ
い
て

　

大
分
県
で
は
人
口
減
少
・
高
齢
社
会

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
公
共
交
通
を
利

用
し
な
が
ら
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
コ
ン

パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

の
基
本
的
な
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

▼ 

方
針
の
閲
覧
場
所　

大
分
県
土
木
建

築
部
都
市
計
画
課
（
県
庁
舎
新
館
６

階
）

※ 

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
８
月
３

日
（
月
）
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▼ 

問
合
先　

大
分
県
土
木
建
築
部
都
市

計
画
課

　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
４
６
５
９

求
人
情
報

【
正
社
員
】

●
営
業
社
員
１
人
●
看
護
の
補
助
及
び

送
迎
１
人
●
薬
剤
師
１
人
●
清
掃
員
１

人
●
歯
科
衛
生
士
又
は
助
手
１
人
●
塾

講
師
２
人
●
調
理
師
１
人
●
現
場
管
理

３
人
●
介
護
職
４
人
●
接
客
・
調
理
補

助
２
人
●
新
聞
販
売
員
１
人
●
自
動
車

修
理
工
１
人
●
接
客
２
人
●
営
業
兼
積

算
１
人
●
管
理
栄
養
士
１
人
●
正
看
護

師
１
人
●
生
花
配
達
及
び
販
売
１
人

【
パ
ー
ト
】

●
事
務
１
人
●
番
台
業
務
２
人
●
接
客

及
び
調
理
補
助
５
人
●
販
売
員
４
人
●

夜
間
管
理
者
２
人
●
介
護
職
５
人
●
受

付
・
診
療
補
助
１
人
●
受
付
店
員
２
人

●
営
業
補
佐
２
人
●
看
護
士
１
人
●
薬

剤
師
１
人

▼ 

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府
☎

　

 

23
‐
８
６
０
９　

日
出
町
商
工
観
光

課
☎
73
‐
３
１
５
８

大分県渓泉寮供養盆踊り

●とき　8月19日（水）
　・物故者供養　19時～　

　・供養盆踊り　19時30分～

　・抽選会　　　20時30分～

●ところ　大分県渓泉寮
＊雨天時は体育館で開催します。

●問合先　大分県渓泉寮
　　　　　☎72－2521



　「夏の盛り」白く透き通った

スズキの“洗い”を食べると暑

さも忘れてしまう。年中獲れる

が、気分としては夏の魚であ

り、どうしても“洗い”とこな

いと話にならない。

　いわゆる出世魚で、セイゴ➡

　ハネ（フッコ）➡　スズキ　となる。

　同じ仲間には、ヒラスズキ、タイリクスズキがいる。ヒラス

ズキは、時々大神朝市でも見かけるが本来は外海系。味はいい

が生態など不明なことが多い。

　タイリクスズキは、中国大陸沿岸が本来の生息域。背中の星

印が特徴。近年、西日本各地で養殖され、スーパーなどでよく

見かける。

　スズキの産卵期は、晩秋から冬季。2～3月、15mmほどに

なった稚魚は岸よりの藻場やアマモ場で過ごす。梅雨明けには

6cmくらいになる。一潮ごとに成長し、年の暮れには30cm位

になって「セイゴ」と呼ばれる。4～6歳で50cmを超え「ス

ズキ」となる。

　漁獲量は年々減少している。日出町の漁獲量は、昭和58年

の21トンから平成18年には10トンまで半減し、さらに平成

19年には5トンとなって減少に歯止めが掛からない。

　やはりかつて海岸線を被っていたアマモ場の消滅が大きい。

洗い

酢みそ
みぞれ煮

　料理は、まず三枚に下ろして中骨や血合いを切り取り、皮を

ひいて尾の方から薄く包丁で切り、これを水氷で何度も洗う。

身がはじけたら水を切って、キッチンペーパーをならべて水切

りする。

　器に砕き氷を敷き、ミョウガなどのつまをのせ、洗いを盛り

付けて、おろしわさびを添えて出来上がり。チリチリした歯ざ

わりは堪えられない。

　洗いのほか、刺身やにぎり寿司、塩焼きも美味しい。大根お

ろしを絞ってダシ汁で煮たみぞれ煮なども食欲をそそる。

暘谷の恵み“おさかな談義”
その９　スズキの話

８月２日(日) サンライズ酒井病院 72－2266

　　９日(日) 大石内科医院 72－2121

　　13日(木) 岡田内科クリニック 28－0101

　　14日(金) 日出中央医院 72－2534

　　15日(土) 日出児玉病院 72－2724

　　16日(日) 八重眼科医院 73－1221

　　23日(日) 鈴 木 病 院 73－2131

　　30日(日) サンライズ酒井病院 72－2266

９月６日(日) 川 崎 診 療 所 28－1611

　　13日(日) てしまこどもの杜クリニック 28－0870

　　20日(日) 江 本 眼 科 28－1700

　　21日(月) こうまつ循環器科内科 73－0077

　　22日(火) 島田内科クリニック 28－0280

　　23日(水) すずらんクリニック 73－2151

　　27日(日) 鈴 木 病 院 73－2131

※診療時間　９：００～１７：００

※発行後に変更の場合があります。

　各医療機関や日出町健康増進課　

　73－3130にご確認ください。

８月の納税等　　納期限8月3１日（月）

町県民税　　　　　　　　　　　　　２期

国民健康保険税　　　　　　　　　　３期

介護保険料　　　　　　　　　　　　３期

後期高齢者医療保険料　　　　　　　２期

上下水道料　　　　　　　　　　　８月分

日
出
町
の
人
の
う
ご
き （　）内は前月比

      　内は今年４月１日比

人　 口 28,482 （－ 20） ー 50
　　　 男 13,649 （－ 　6） ー 43
　　　 女 14,833 （－ 14） ー 　7

世帯数 11,245 （－ 　7） ー 　7
南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（ー 2）
（ー 9）
（－ 19）
（＋ 3）
（＋ 11）
（ー 4）

315
7,169
5,776
3,846
5,840
5,536

平成21年7月1日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口
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日出町農林水産課水産専門員　上城義信（談）
材料提供：大分県漁協日出支店

８月の主な行事

２日（日）
糸ケ浜ビーチフェスタ

・糸ケ浜海水浴場　8時20分～


